
穏
や
か
な
未
来
に
願
い
を
込
め
て
…

高
森
町
車
部
と
宮
崎
県
高
千
穂
町
田
原
を
結
ぶ
国
道
３
２
５
号
線
草
部

・
田
原

（河
内
地
区
）
バ
イ
パ
ス
が

完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
二
つ
の
県
堺
に
位
置
す
る

「寧
静

（ね
い
せ
い
）
ル
ー
プ
橋
」
（２
１
０

ｍ
）
を
含
む

一
・
九
キ
ロが
十

一
月

十
四
日
開
通
。

旧
道
は
幅
員
が
狭
く
、
急
カ
ー
プ

つ
づ
き
で
し
た
が
今
回
の
ル
ー
プ
橋
等
の
開
通
に
よ
り
距
離
に
し
て
千
二

百
五
十
メ
ー
ト
ル
、
時
間
に
し
て
約
八
分
の
短
縮
と
な
り
ま
し
た
。

「安
ら
か
に
」
「穏
や
か
に
」
人
々
の
願
い
を
そ
の
名
に
受
け
高
森

・
高
千
穂
両
町
の
未
来
に
新
た
な
る

一
歩
を

刻
み
始
め
ま
し
た
。
寧
静
ル
ー
プ
橋
か
ら
は
、
雲
海
で
名
高
い
河
内
渓
谷
が

一
望
で
き
、
高
森

上
局
千
穂
間
の
交

通
の
安
全
性
利
便
性
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
地
域
産
業
は
も
と
よ
り
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
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高
森
町
合
併
四
十
周
年
事
業

十

一
月
十
九
日
の
高
森
町
民
体
育
館

の
落
成
に
あ
わ
せ
合
併
四
十
周
年
記
念
式
典
を
は
じ

め
と
す
る
記
念
行
事
を
行
い
ま
し
た
。

二
十

一
世
紀
に
向
け
た
新
た
な
る

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
亀
轟
爾

県内二番目のループ橋となつた「寧静ループ橋
■

■

―

ｌ
ｌ
ｌ
ｉ
ｌ
饉
■

■
ヽ

■ ロ
颯

口 |`

口■■‐

□■■■

剪
回

■
ヨ

ヨ
■
■
■
日

理I嶋::.象
.

絣饂糀鼈

■

■

不

」仄
騒

高森町合併40周年記念事業

10月 26日 (日 )高森峠九十九曲り自然公園―帯で
植樹祭が行われました。

これは、高森町合併40周年を記念 し在熊高森会 (後
藤包会長)や町議会が中心となり町木の山桜を植樹しま
した。この日は、かなりの冷え込みでしたが、約二十名
の在熊高森会の方々も早く大きくなれと願いを込めて一
本一本、丁寧に植え付けられました。

また、俳句や肥後狂旬会、野点も植樹祭にあわせて行
われました。

□●

□
曰
■
■

轟

鸞蠅翌■
■

植樹を終えた在熊高森会の皆さん

!盪‡閂 鳳
L■■■■

魃碑 ′

5

雲多

日

■

ピ

町■ |

1.水と緑と土のにおい、いつぱいの住みよい町にします。

2.伝統を重んじ、文化の薫る潤いのある町にします。

3.老人を大切にし、子どもの夢を育て幸せな町にします。

4.勤労を尊び、産業を振興し活力のある町にします。

5.スポーツに親しみ、心身をきたえ健全な町にします。

町
民
憲
章ξ

９７２
‘
■
■
〓
■

′
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，
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■

1国
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二
十

一
世
紀
に
向
け
て

心
と
力
を
含
わ
せ
て

新
た
な

一
歩

更
な
る
高
森
の
発
展
を
願
う

・●

0十 十

●

町
の
移
動
図
書

草
出
十

一僻

六

‐‐０
日

蝙

朗
響

」
励
膵
剛
所
　
　
４１３‐
帥
％
田
朗
料

Ｊ
Ａ
河
原
　
　
　
１
１

十二明十七日０％
‐０時畔

調呻〕岬畷　　ｍ帥響剛呻軸

岬岬Ｗ囃酔　　‐４‐３鵬畔剛』部

舞瘍Ｅナ
年

金

相

談

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会
保

険
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
／
１２
月
２６
日

（金
）

午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
。

■
と
こ
ろ
／
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

一
階
の
林
業
相
談
室

診
療
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

１２
月
１４
日

寺

崎

医

院

Ｔｅ‐
②

‐
０
３
７
８

１２
月
２１
日
　
南
郷
谷
整
形
外
科

Ｔｅ‐
②

‐
３
３
５
１

１２
月
２３
日

渡

辺

内

科

Ｔｅ‐
⑦

‐
１
７
７
７

１２
月
２８
日
　
後

藤

医

院

Ｔｅ‐
⑦

‐
０
０
１
９

１
月
１
日
　
立

野

病

院

Ｔｅ‐
③

‐
０
１
１
１

１
月
２
日
　
み
な
み
阿
蘇
ク
リ

ニ
ッ
ク
　
　
Ｔｅ‐
⑦

‐
２
０
３
０

１
月
３
日
　
藤

本

医

院

Ｔｅ‐
⑦

‐
Ｏ
０
２
０

１
月
４
日
　
平

田

医

院

Ｔｅ‐
②

‐
０
２
１
６

１
月
Ｈ
日

馬

原

内

科

医

院

Ｔｅ‐
②

‐
０
６
４
６

■
工
事
名
　
平
成
九
年
度
奥
阿
蘇

キ
ヤ
ン
プ
場
バ
ン
ガ
ロ
ー
棟
新
築
工

事
　
　
□
工
期
　
平
成
九
年
十

一
月

十
七
日
か
ら
平
成
十
年
二
月
二
十
日

ま
で
　
　
□
金
額
　
二
千
八
百
七
十

七
万
円
　
　
□
請
負
者
　
０
安
方
工

務
店

■
工
事
名
　
林
道
大
谷
線
開
設
工
事

□
工
期
　
平
成
九
年
十

一
月
十
五
日

か
ら
平
成
十
年
三
月
二
十
日
ま
で

□
金
額
　
五
千
八
百
九
十
万
五
千
円

□
請
負
者
　
０
古
澤
建
設

■
工
事
名
　
野
尻
地
区
地
下
水
井
掘

削
工
事
　
　
□
工
期
　
平
成
九
年
十

一
月
十
日
か
ら
平
成
十
年

一
月
三
十

一
日
ま
で
　
　
□
金
額
　
八
百
八
万

五
千
円
　
　
□
請
負
者
　
熊
本
利
水

工
業
∽

二
月
二
十
九
日
ま
で
は
平
常
ど
お
り
収
集
し
ま
す
。
　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

ヘ
の
持
ち
込
み
は
十
二
月
二
十
日
ま
で

（時
間
九
時
か
ら
十
六
時
ま
で
）
で
す
。

二
月
二
十

一
日
か
ら

一
月
四
日
ま
で
は
収
集
を
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
町
は
今
年
合
併
四
十
周
年
を
迎

え
、
ま
た
、
平
成
十

一
年
に
開
催
さ

れ
る

「く
ま
も
と
未
来
国
体
」
の
テ

ニ
ス
競
技
が
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、

メ
イ
ン
会
場
と
な
る
町
民
体
育
館
建

設
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

去
る
十

一
月
十
九
日

（水
）
、
町
合

併
記
念
式
典
と
町
民
体
育
館
落
成
式

を
開
催
し
、
た
く
さ
ん
の
町
内
外
か

ら
の
ご
来
賓
を
招
い
て
、
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
十
九
日
か
ら
二
十
三

日

（日
）
ま
で
、
下
記
の
記
念
事
業

を
併
せ
て
開
催
し
、
町
内
外
か
ら
た

く
さ
ん
の
方
々
に
来
場
い
た
だ
き
ま

し
た
。

特
に
、
ふ
る
さ
と
産
業
祭
や
健
康

福
祉
ま
つ
り
、
町
民
音
楽
祭
、
伝
統

芸
能
公
開
、
郡
Ｐ
連
研
修
会
、
そ
し

て
町
民
体
育
祭
で
は
、
主
催
者
側
の

皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
た
く

さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
方
々
の
お

力
添
え
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
素

晴
ら
し
い
取
り
組
み
と
成
果
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

あ
ら
た
め
て
皆
様
方
の
ご
協
力
と

ご
労
苦
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

原
稿
締
切
の
都
合
上
、
今
月
号
で
は
町

民
体
育
館
落
成
式
、
合
併
記
念
式
典
、
ふ
る

さ
と
産
業
祭
ま
で
を
掲
載
し
ま
す
。

健
康
福
祉
ま
つ
り
、
町
民
音
楽
祭
、
伝
統

芸
能
公
開
、
郡
Ｐ
連
研
修
会
、
町
民
体
育
祭

に
つ
い
て
は
来
月
号
で
紹
介
し
ま
す
。

■
工
事
名
　
大
切
畑

・
下
切
線
道
路

改
良
工
事
　
　
□
工
期
　
平
成
九
年

十

一
月
十
八
日
か
ら
平
成
十
年
二
月

十
六
日
ま
で
　
　
□
金
額
　
千
八
百

五
十

二
万
三
千
円
　
　
□
請
負
者

０
佐
藤
建
設

■
工
事
名
　
宮
原

・
上
小
畑
線
道
路

改
良
工
事
　
□
工
期
　
平
成
九
年
十

一
月
十
八
日
か
ら
平
成
十
年
三
月
十

六
日
ま
で
　
　
□
金
額
　
千
九
百
八

十
九
万
七
千
五
百
円
　
　
□
請
負
者

圏
池
田
建
設

■
工
事
名
　
社
倉

・
水
迫
線
道
路
改

良
工
事
　
□
工
期
　
平
成
九
年
十

一

月
十
八
日
か
ら
平
成
十
年
二
月
十
六

日
ま
で
　
□
金
額
　
一
一千
七
十
九
万

円

　

□
請
負
者
　
船
藤
本
組

■
　
　
●
■
一　
　
　
■
　
　
　
・

―

●
・
　
　
　
・
■
●

　

　

・
●
〓
●
・
　
　
　
′■
●

☆
体
育
館
落
成
式

午
前
十
時
か
ら

町
　
民
　
体
　
育
　
館

☆
合
併
四
十
周
年
記
念
式
典

午
前
十

一
時
か
ら

町
　
民
　
体
　
育
　
館

☆
ふ
る
さ
と
産
業
祭
（２０
日
ま
で
）

午
前
十
時
～
午
後
四
時

山
村
広
場
特
設
テ
ン
ト

●■
一
　
　
・●
■
・
　
　
一■
■
　
　
　
●―

●
　
　
〓■
一
　

・■
●
　
　
一

☆
高
森
温
泉
館
オ
ー
プ
ン

三
周
年
記
念
　
無
料
開
放

午
前
十
時
～
午
後
十
時

☆
健
康
福
祉
ま
つ
リ

午
前
十
時
～
午
後
四
時

町
　
民
　
体
　
育
　
館

☆
町
民
音
楽
祭

午
後
五
時
開
演

町

民

体

育

館

☆
伝
統
芸
能
公
開

午
後
五
時
か
ら

町

民

体

育

館

☆
郡
Ｐ
連
研
修
会

午
前
十
時
か
ら

町
　
民
　
体
　
育

館

*都合により変更になる場合があります。 広報たかもリテ
レホンサービスでお確かめください。 ② -2222

●  ●
八
市L
結
日目
ヨド

五
百
万
円
以
上

毎月第 3水曜日は休館日です。その日が祝祭日の場合は開館
して次の日が休館日となります。年末・年始の開館日につい

ては、このページの最上段をご覧ください

☆
町
民
体
育
祭

午
前
十
時
か
ら

町
　
民
　
体
　
六円
　
館

「
Ш

，

　

　

　

　

〓
Ｉ

力
Ｚ
肺編
集
後
記

集
中
し
て
行
な
わ
れ
た
合
併
四
十
周

年
記
念
行
事
。
こ
の
一
週
間
は
、
準
備
、

片
づ
け
の
繰
り
返
し
で
大
忙
し
。
町
民

の
皆
様
も
毎
日
の
よ
う
に
町
民
体
育
館

へ
足
を
運
ば
れ
た
か
と
思
い
ま
す
。
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

早
い
、
早
い
十
二
月
十
日
過
ぎ
に

は
、
も
う
正
月
号
の
締
め
切
り
で
す
。

頭
の
中
は
、
す
で
に
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
。
こ
の
頃
、
今
日
は
何
月
何
日
、

と
思
う
こ
と
し
ば
し
ば
。
頭
は
パ
ニ
ッ

ク
に
。
ぼ
や
き
の
編
集
後
記
に
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
田
浩

高森温泉館だより 年末・年始の開館日
高森温泉館をいつもご利用いただき、ありがとうございます。

皆様方のご要望にお応えして次のとおり開館しますので、ご利用く

ださい。[年末の12月 30日 までと年始の 1月 4日 からは通常どおり (午前

10時から午後10時)開館します。}
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／
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休
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お知 らせのへ
°―ゾ

齢

６

４

９

４

８

５

９

５

鋼

７

９

７

８
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者
夫
勉
喜
チ
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に
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鉄

　

雅

ミ

ニ
カ

移

タ

■Ｌ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
゛
ン
一■「　ヽ、
ノ

南

丸

下

藤

藤

村

″

川

死

阿

徳

岩

後

工
松

二
中

獅

夫

父

夫

母

父

紡

母

姉

族

子
雄

工
龍

男

蔵

高

義

俊

晴

キ

法

幸

七

　

福

遺

　

　

ツ
　
　
　
　
石

南

丸

下

藤

藤

田

子

村

御

阿

徳

岩

後

工

増

三
中

所

場

原

　

鳥

湛

町
宿

和

中

森

　

　

　

の

住

祭

西

　

味

水

横

峰

昭

1997.10月受付分

赤 ち ゃ ん
たんじょう

吉田  凌ちゃん
(下町)せぃか8.10生

森山 静蘭ちゃん
(上在) 9.22生
市原和歌子ちゃん
(横町)はP.27生
今井  華ちゃん
(昭和)  10.5生

今村 拓美ちゃん
(津留 )し ゅんせlp・

8生

松尾 純正ちゃん
(戸狩)10.19生

おくやみ
もうしあげます

人口の動き

(10月 末日現在)

世帯数 2,592(- 5)
男  3,861(-8)
女  4,168(-12)

総 数 8,029(-20)

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返し> 佐伯 憲敏 阿南俊子 徳丸

晴雄 岩下ツキエ 後藤法龍 工藤幸男
二子石 高 中村福義

■広報送料寄付 森信司 (熊本市八景水谷)

野尻昭敏 (愛知県豊田市 )

敬称略

善 意 の灯

輪

男

女

女

女

男

男

ありがとうござt｀ました
(敬不′I'略)

<一般寄付 > 高森寮

子

樹
香

久
美

隆
美

晴
力

雪
子

徹
紀

　
　
　
　
　
　
鶴
　
　
　
　
美

由

秀
美

史
清

忠
真

丈
り

広
恵

父
母

父
母

父
母

父
母

父
母

父
母

年
末

ｏ
年
始
の
ご
み
収
集

(2)

今度の温泉館休館日 12月 17日 1月 21日
(19)
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奥
の
あ
知
ら
世

県
立
副
場
０
体
館

県
立
劇
場
に
お
い
て
は
コ
ン
サ
ー

ト
ホ
ー
ル
等
の
改
修
工
事
に
伴
い
な

い
体
館
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■
体
館
す
る
期
間

平
成
九
年
十
二
月
二
十
四
日

（水
）

か
ら
平
成
十
年
二
月
二
十
八
日

（土
）

ま
で平

成
十
年

一
月
下
旬
か
ら

放
送
大
学
全
国
放
送
開
始

《
平
成
十
年

一
月
下
旬
か
ら
、
Ｃ
Ｓ
デ
ジ
タ

ル
放
送

（パ
ー
フ
ェ
ク
ト
Ｔ
∨
―
申
請
中
）

を
利
用
し
て
全
国
放
送
を
開
始
し
ま
す
。

（自
宅
で
の
放
送
授
業
視
聴
に
よ
る
学
習
が

可
能
に
な
り
ま
す
。
）
》

放
送
大
学

（教
養
学
部
）
平
成
十

年
度
第

一
学
期

（
四
月
授
業
開

始
）
学
生
募
集

【募
集
学
生
】

選
科
履
修
生

（
一
年

間
在
学
す
る
学
生
）

科
目
履
修
生

（
一
学
期
間

「６
ヵ
月
」
在
学
す
る
学

生
）

【出
願
受
付
】
平
成
九
年
十
二
月
十
五

日
～
平
成
十
年
二
月
十
五
日

【資
料
請
求

・
お
問
い
合
わ
せ
】

放
送
大
学
熊
本
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー

〒
８
６
０
１
０
０
８
２

熊
本
市
池
田
４
丁
目
２
２
番
１
号

（熊
本
工
業
大
学
内
）

■
０
９
６

・
３
５
９

・
４
８
９
０

|||

●

●  ●始
球
式
を
行
う
今
村
町
長

体
育
館
の
完

っ
て
　
模
範
試
含

製造事業所の皆様ヘ

統計調査にご協力下さい

12月 31日現在で、次の統計調査が同時に行われ

ます。

平成9年工業統計調査―製造事業所の実態を調査

平成9年石油等消費  従業者30人以上の製造

構造統計調査―事業所の石油等の消費

実態を調査

年末から年始にかけて調査員がお伺いします。

なお、調査票に記入していただいた内容について

は、統計法に基づき秘密が厳守されますので、数字

等の正確な記入をお願いします。

移動献血車がやってきます

あなたの善意をお寄せください

■と き/12月 22日 (月曜日)

午前 10時から午前 11時半まで。

午後 0時半から午後 3時半まで。

■ところ/林業総合センター

愛
の
順
血

町民体育館のオープンを祝つてフジグループの丼上知美さんと熊大生

の村上尚子さんに、模範試合を行つていただきました。

原稿締切の都合上、今日号では町民体育館落成式、合併記念式典、ふるさと産業祭まで掲載します。

福祉まつり、町民音楽祭、伝統芸能公開、郡 P連研修会、町民体育祭については来月号で紹介します。

省

県

町

業産

本

森

商通

熊

高 □次の献血予定日、3月 24日 (大 )

町民体育館落成神事

式辞を述べる今村町長

国歌と高森町歌を斉唱

ご存 じですか !検察審査会

交通事故、詐欺、おどしなどの犯罪の被害

にあい、警察や検察庁に訴えたが、検察官が

その事件を起訴してくれない、このような不

満をお持ちの方は検察審査会にご相談くださ

い。相談や申立てについての費用は一切無料

で、秘密は固く守られます。

検察審査会では、選挙権を有する一般国民

の中から「くじ」で選ばれた 11人の審査員

が、検察官が事件を起訴しなかつたことのよ

しあしを審査します。

お問い合わせは、

熊本市京町 1丁目 熊本地方裁判所内

熊本検察審査会事務局

電話096-325-2121

～児童福祉法制定 50周年記念～

「ファミリーシンポジウム」の開催

児童福祉の推進により子どもの健全な育成をめざし、子育て

家庭のニーズに基づいた親の役割、地域の役割について考える

機会を作るため、シンポジュウムが行われます。奮ってご参加

下さい。

■記念講演講師/高橋種昭氏 (日本女子大学児童学科教授)

■シンポジュウム /「今子育てを考える」(少子化時代を迎えて)

■と き/12月 14日 (日 )午後 1時

■ところ/熊本市産業文化会館大ホール

■入場料/無料 (会場には無料託児コーナー有り)

詳しい内容や問い合わせは、

熊本県児童家庭課子育て支援班

TEL0 9 6-383-1111(内 線 7123)

(3)

役場の支払日 12ノ15(月 )12ノ25(木)1ノ26(月 )時間 lm納1嘔 15時まで

(18)
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７
ユ

マ

あ パ
パ
ー
タ
サ
ン
ク
さ
ん
て

呼
ん
と
に
、ヽ
３
の
つ

ハ

_′

く
れ

＜
ヰ
一
キ
し
た
０

め
い
ぐ
う

＾
Ｏ

紆晰

絋

表彰を受けられた皆さん。
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甕
　
町
合
傲
鸞
十
周
年
を
記
念
し
て
　
功
労
者
の
皆
さ
ん
な
表
彰

ｃ
　
　
　
　
　
　
磯
〓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

本
町
は
、
明
治
二
十
二
年
、
市

町
村
制
の
施
行
に
よ
り
、　
一
町
十

三
村
の
行
政
区
画
が
統
合
さ
れ
て
、

高
森
町
、
色
見
村
、
草
部
村
、
野
尻

村
の

一
町
三
村
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
昭
和
二
十
八
年
、
町

村
合
併
促
進
法
が
制
定
さ
れ
、
昭

和
三
十
年
四
月
、
高
森
町
、
色
見

村
、
草
部
村
が
合
併
し
、
続
い
て

昭
和
三
十
二
年
八
月
に
野
尻
村
が

編
入
合
併
し
て
現
在
の
高
森
町
が

誕
生
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
た
く
さ
ん
の
方
が
多

方
面
で
活
躍
、
尽
力
い
た
だ
い
た

か
ら
こ
そ
、
今
日
の
町
発
展
が
あ

り
ま
す
。

町
で
は
十

一
月
十
九
日
、
町
合

併
記
念
式
典
席
上
で
、
こ
の
皆
様

方
の
ご
労
苦
を
讃
え
て
表
彰
を
行

い
ま
し
た
。

今
日
ま
で
の
ご
労
苦
に
対
し
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
と
も
町
政
施
行
に
つ
い

て
、
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

特
別
功
労
者
表
彰

町
合
併
四
十
周
年
を
記
念
し
て
、
町
政
発
展
へ
の
功
労
の

あ
っ
た
次
の
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

（合
併
三
十
周
年
ま
で
の
被
表
彰
者
を
除
く
　
敬
称
略
）

●  ●

●  ●

休暇村だより

体暇村南阿蘇が夢をふくらませて

1998.4.25に リニューアルオープン

町が誘致して昭和51年 10月 1日 にオープン以来好評の体暇村南阿

蘇 (城戸大幸支配人)が平成 11年 に開催される ``く まもと未来国体"

にむけて増改築されます。今回の改築ではエレベーターの取り付けやス

ロープを使用されるお年寄 りや、からだの不自由な方にもやさしい施設

となります。

また、2階には熊本名勝百景でおなじみのすばらしい景色が楽しめる

展望浴室ができます。ご期待下さい。

なお、この増改築に伴い平成9年 12月 1日 より平成 10年 4月 24
日までの約 5ヶ月間休館いたします。ご迷惑をおかけしますが、ご協力

方お願いします。

レストラン “はなしのぶ"と ビジターセンターは通常どおりです。

休暇村 南 阿 蘇      TEL2… 2111

児
玉
　
守

後
藤
　
深

松
尾
敏
幸

山
室
　
開

荒
牧
重
則

宮
内
威
具
一

津
留
光
義

田
上
徳
雄

甲
斐
久
恵

片
山
　
守

甲
斐
み
ち

工
藤
光
高

後
藤
嘉
津
子

二
子
石
ニ
ツ
子

馬
原
マ
チ

井
上
健
三

遠
山
昭
典

野
尻
冨
美
子

東
　
秀
也

志
柿
末
浩

後
藤
則
保

甲
斐
昭

一

工
藤
忠
義

田
代
新
祐

沼
田
　
寛

●
町
長

・
助
役

・
収
入
役
及
び

教
育
長
の
職
に
在
職
し
た
者

（功
労
表
彰
）

瀬
井
浪
夫

（前

町
長

・
助
役
）

岩
下
信
夫

（元

助
役

・
収
入
役
）

岩
下
美
智
夫

（前

助
役

・
収
入
役
）

●
議
会
議
員
の
職
に
十
年
以
上

在
職
し
た
者

（功
労
表
彰
）

本
田
國
男

（議
会
議
員
）

本
田
嘉
達

（議
会
議
員
）

児
玉
國
廣

（議
会
議
員
）

熊
谷
宗
人

（元

議
会
議
員
）

住
吉
昭
泰

（前

議
会
議
員
）

桐
原
郁
雄

（前

議
会
議
員
）

遠
山
哲
夫

（前

議
会
議
員
）

瀬
井
常
助

（前

議
会
議
員
）

中
山
昭
男

（議
会
議
員
）

宇
藤
茂
吉

（議
会
議
員
）

後
藤
英
範

（議
会
議
員
）

甲
斐
　
裁

（議
会
議
員
）

●
各
種
委
員
の
職
に
十
年
以
上

在
職
し
た
者

（功
労
表
彰
）

山
村
文
子

（教
育
委
員
）

馬
原
伴
男

（選
挙
管
理
委
員
）

小
嶋
　
猛

（前

選
挙
管
理
委
員
）

（元

選
挙
管
理
委
員
）

（前

選
挙
管
理
委
員
）

（元

農
業
委
員
）

（前

農
業
委
員
）

（駐
在
嘱
託
員
）

（駐
在
嘱
託
員
）

（駐
在
嘱
託
員
）

（民
生
児
童
委
員
）

（民
生
児
童
委
員
）

（前

民
生
児
童
委
員
）

（前

民
生
児
童
委
員
）

（前

民
生
児
童
委
員
）

（民
生
児
童
委
員
）

（元

民
生
児
童
委
員
）

（元

民
生
児
童
委
員
）

（元

民
生
児
童
委
員
）

（元

民
生
児
童
委
員
）

（民
生
児
童
委
員
）

（国
保
運
営
協
議
会
委
員
）

（国
保
運
営
協
議
会
委
員
）

（前
国
保
運
営
協
議
会
委
員
）

（前
国
保
運
営
協
議
会
委
員
）

（前
国
保
運
営
協
議
会
委
員
）

（国
保
運
営
協
議
会
委
員
）

（前
国
保
運
営
協
議
会
委
員
）

片
山
公
則

（国
保
運
営
協
議
会
委
員
）

山
村
貞
子

（国
保
運
営
協
議
会
委
員
）

工
藤
　
連

⌒前
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
）

中
山
昭
男

（文
化
財
保
護
委
員
）

本
田
研

一

（文
化
財
保
護
委
員
）

森
　
正
六

（社
会
教
育
委
員
）

杉
田
冨
雄

（交
通
指
導
員
）

岩
田
秋
広

（交
通
指
導
員
）

村
上
正
誠

（交
通
指
導
員
）

大
塚
弘
倫

（交
通
指
導
員
）

岩
下
利
博

（交
通
指
導
員
）

馬
原
孝

一

（交
通
指
導
員
）

住
吉
正
史

（交
通
指
導
員
）

江
藤
明
徳

（交
通
指
導
員
）

福
永
紘
喜

（元

交
通
指
導
員
）

岩
下
公
治

（交
通
指
導
員
）

楢
本
野
幸
男

（交
通
指
導
員
）

本
田
英
明

（交
通
指
導
員
）

山
村
紘
司

（体
育
指
導
委
員
）

本
田
生

一

（体
育
指
導
委
員
）

鶴
林
豊
成

（体
育
指
導
委
員
）

●
各
種
委
員
及
び
団
体
の
職
に

十
五
年
以
上
在
職
し
た
者

（善
行
表
彰
）

山
村
文
子

（元
連
合
婦
人
会
長
）

肥

後

=量
豊,

研
修
　
祖
国
で
義
足
作
る
夢

損
な
性
分
　
異
性
に
会
う
と
ふ
る
へ
出
す

荒
れ
放
題
　
仁
王
は
義
足
さ
せ
た
ぎ
り

損
な
性
分
　
ボ
ロ
着
て
貯
金
ふ
や
す
だ
け

ヒ
ビ
の
入
り
　
意
地
で
ん
さ
せ
ん
無
投
票

荒
れ
放
題
　
雨
漏
リ
イ
泣
く
文
化
財

ヒ
ビ
の
入
り
　
残
り
や
払
わ
ん
大
工
賃

ヒ
ビ
の
入
り
　
お
粗
末
だ

っ
た
組
閣
劇

研
修
　
小
履
な
幹
部
い
み
ら
か
し

損
な
性
分
　
会
釈
も
嘘
も
言
い
さ
ら
ん

俳

　

　

旬

コ
ス
モ
ス
を
吹
き
ぬ
き
ゆ
れ
る
風
の
色

柿
熟
れ
て
す
で
に
烏
が
試
食
済
み

蜜
柑
刈
り
あ
れ
こ
れ
迷
い
て
元
に
来
て

秋
終
る
さ
だ
か
に
見
え
ぬ
街
の
暮

千
切
ら
れ
ず
落
ち
て
踏
ま
れ
る
通
草
か
な

十
二
年
待
た
せ
て
柿
は

一
つ
生
り

秋
燈
の

一
つ
灯
り
て
牧
場
小
屋

行
く
秋
の
病
む
身
に
余
る
腕
念
珠

秋
ひ
と
日
江
田
船
山
の
旅
楽
し

干
草
の
豊
か
な
匂
い
晴
続
く

田
上
黙
公
子

林
　
　
不
忘

堀
田
　
蘇
仙

馬
原
　
馬
笑

岡
本
　
琴
司

林
田
　

一
声

渡
辺
　
雲
海

浦
塚
　
南
天

松
野
　
笑
声

篠
田
　
凡
才

（河
原
す
す
き
の
句
会
）

森
　
　
正
六

阿
部
タ
ツ
エ

森
　
　
政
隆

後
藤
や
よ
い

鶴
林
　
　
巧

岩
下
　
京
子

本
田
　
訓
子

後
藤
　
法
龍

本
田
　
初
雄

後
藤
あ
ら
し

「燃
え
る
若
き
や
も
ん
」
「お
母
さ
ん
と
い
っ
し
よ
」
「動
物
は
友
だ
ち
」
登
場
者
募
集
中

_‐ ″ ▲

1`ab

狂

　

旬

　

　

神

無

月

（阿
蘇
御
神
火
会
）

POETRY PAGE
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原稿締切の都合上、今月号では町民体育館落成式、合併記念式典、ふるさと産業祭まで掲載します。

福祉まつり、町民音楽祭、伝統芸能公開、郡 P連研修会、町民体育祭については来月号で紹介します。
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高
森
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
身
近
に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
め
ざ
し

町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

（後
藤

萬
蔵
会
長
以
下
会
員
百
名
）
で
は
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
愛
好
す
る
町
内

各
地
区
の
ク
ラ
ブ
ご
と
に
熱
心
な

活
動
が
続
け
ら
れ
、
近
年
は
学
校

な
ど
の
ク
ラ
ブ
活
動
で
も
活
発
な

活
動
も
見
ら
れ
て
、
競
技
人
口
が

益
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
同
協
会
で
は
大

会
や
交
流
の
場
を
拡
大
し
、
「大
人

か
ら
子
ど
も
ま
で
身
近
に
で
き
る

ス
ポ
ー
ツ
」
と
し
て
の
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
を
広
く
普
及
し
て
協
会
活
動

の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
、
十

一
月

二
日

（文
化
の
日
）
に
町
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

大
会
に
は

一
般
男
女
四
十
名
、

小
学
生
三
十
名
の
計
七
十
名
が
参

加
。
残
念
な
が
ら
今
回
は
中
学
生

の
参
加
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が

日
頃
の
熱
心
な
練
習
の
成
果
を
存

分
に
発
揮
し
て
、
熱
の
こ
も

っ
た

試
合
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ぽ
盟
茫
鳳
尚

▼

一
般
の
部

（
一
部
）

長
尾
和

博

・
米
澤
朱
美
　
▼

一
般
の
部

（
二
部
）
津
留
栄
樹

・
山
本
博
美

▼

一
般
の
部

（
二
部
）

藤
原
誠

一
・
岩
下
茂
巳
　
▼
六
年
男
子
の

部
　
米
澤
康
博

・
野
尻
健
司
　
▼

六
年
女
子
の
部
　
本
田
枝
里
加

・

本
田
鮎
美
　
▼
五
年
男
子
の
部

甲
斐
賢
史
郎

・
林
　
一
将
　
▼
五

年
女
子
の
部
　
荻
　
洋
枝

・
利
道

亜
弥
　
▼
四
年
女
子
の
部
　
楢
本

野
あ
ゆ
み

・
本
田
か
よ

あ
な
た
も
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
楽

し
み
ま
し
よ
う
！

会
　
員
　
募
　
集
　
中

各
ク
ラ
ブ
の
練
習
日

■
高
森
ク
ラ
ブ
　
毎
週
月

・
本
の

午
後
八
時
か
ら
　
高
森
中
体
育
館

■
た
ん
ぽ
ぽ
ク
ラ
ブ
　
毎
週
水

・

土
の
午
後
八
時
か
ら
　
一局
森
小
体

育
館

■
高
森
東
ク
ラ
ブ
　
毎
週
火
曜
の

午
後
八
時
か
ら
　
東
中
体
育
館

詳
し
い
こ
と
は
・
‥

事
務
局

・
長
尾

（電
話
２

・
１
１

，３
４
夜
聞
）
ま
で
ど
う
ぞ
。

日
本
に
二
つ
し
か
な
い
高
森
町
。
　

そ
の
本
町
と
同
名
の
町
・
‥
長
野

県

・
下
伊
那
郡
高
森
町

（詳
細
は
先
月
号
に
紹
介
）
か
ら
本
町
の
合
併
四

十
周
年
を
祝

っ
て
、
式
典
や
ふ
る
さ
と
産
業
祭
に
九
名
の
方
が
お
越
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。

「高
森
と
い
う
同
じ
町
名
に
、
親
し
さ
と
懐
か
し
さ
を
感
じ
ま
す
ね
。
」

と
、
長
野
の
高
森
の
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
本
町
の
皆
さ
ん
か
ら
も
感
想

が
聞
か
れ
ま
し
た
。
　

町
の
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
交
流
が
進
み
、
益
々
友

好
を
深
め
た
い
も
の
で
す
。

地
域
や
学
校

・
園
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
の
楽
し
い
話
題
や
催
し
の
情
報

・
報
告
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●

―

,

友好メッセージを今村町長に手渡される長野県・高森町の原助役

信州・伊那谷・高森町から梨やリンゴなどの本場の果実や、リンゴジユース、柿のお菓子などの

加工品や特産物がたくさん展示されて大人気。 これらは役場や農協の職員さんが2日 間をかけて、

陸路で大切に運んだもの。 長野の皆さん。本当にお疲れでした。 写真は長野県・高森町と本町
から販売をお手伝いしたボランテイアの皆さん。

長野のリンゴに見入る人たち。 本町の合併40
周年式典に合わせて、「祝」という文字の入つたお祝
い用のリンゴも作つていただき持参いただきました。

本当にありがとうございました。

,.“
霧

長野県・高森町から 友好メッセージ

ふるさと産業祭に本場の果実を出展・販売 ●

●  ●
マタニテ イ歯科・料理教堅の

お知らせ

◆日時/平成10年 1月 14日 (水 )

午前9時 30分～

◆場所/高森町林業総合センター

◆内容/・ 妊娠中の体の変化につい

て

・妊娠中の栄養について

・調理実習 (おいしくて、ヘル

シーで手早くできるメニュー

を紹介します。)

・ワイワイ・ガヤガヤ座談会

◆持つてくる物/
母子手帳、エプロン、米一合

◆詳しくは役場保健衛生係まで

TEL.2-1111(内線 128)

∫

|

|

1・

1

子育てに頑張つているお母さんたちの自主

サークル 「風まるキッズ」が 11月 19日 (水 )

中央公民館で幼児看護講習会を企画・実施しま

した。

講師の日赤熊本県支部 (家庭看護指導員)東
博子さんから成長発展途上にある子どもの病気

や事故の特徴を知りあわてず手当ができるよう

学び、余裕をもって子育てを楽しんでほしいと

の講義があ り、乳幼児

の特徴 として病気にか

か りやすいが生命力が

強いことや観察方法 。

病気の手当等について

指導があり参加した20
名のお母 さんたちは熱

心にメモをした りして

いました。

幼児看護講習会を企画実施

子育ての悩み、話 し含いしましょう

奉響ズ
中

鍾
鶴

(16)
地域や学校・園・スポーツ大会などの楽しい話題や催しの情報・報告をお寄せください。 (広報たかもり)
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／
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一

紹
介
し
ま
す

長
騒
一縣
一ぎ町静
町
の
皆
さ
ん

助
役
／
原
　
次
郎
氏

・
議
会
議
長

／
原
　
昭
夫
氏

・
総
務
課
長
／
林

敏
孝
氏

・
町
づ
く
り
研
究
室
／
松

村
和
憲
氏

・
町
づ
く
り
振
興
公
社

事
務
局
長
／
本
島
義
文
氏

・
湯
ヶ

洞
所
長
／
佐
々
木
幸
雄
氏

・
Ｊ
Ａ

信
州
た
か
も
り
り
ん
ご
部
会
長
／

山
口
光
穂
氏

・
Ｊ
Ａ
信
州
た
か
も

リ
リ
ん
ご
副
部
会
長
／
岩
田
和
夫

氏

・
運
転
手
／
青
山

一
司
氏
の
九

名
の
方
々
で
し
た
。
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● と産業祭 ql回躍D
税
を
知
ろ
う

（租
税
教
室
開
催
）

十

一
月
十

一
日
か
ら
十
七
日
ま
で
は
税
週
間
で
す
。
各
地

で
様
々
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
町
で
も
十

一
月
十
二
日

（水
）
午
後
七
時
か
ら
下
町
公

民
館
に
お
い
て
、
高
森
校
区
婦
人
会
の
皆
さ
ん
が
税
務
署
と

町
税
務
課
か
ら
講
師
を
招
き
租
税
教
室
を
行
な
い
ま
し
た
。

こ
の
日
の
教
室
で
は
、
自
動
車
を
買

っ
た
り
、
家
や
土
地

を
持

っ
た
り
、
飲
食
店
で
食
事
を
す
る
と
き
等
の
身
近
な
税

に
つ
い
て
具
体
的
に
わ
か
り
や
す
い
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
外
国
や
昔
の
税
等
に
つ
い
て
も
説
明
が
あ
り
、
皆

さ
ん
熱
心
に
聞
き
い
っ
て
い
ま
し
た
。
質
疑
で
は
、
領
収
書

の
印
紙
の
額
や
、
生
命
保
険
の
受
取
人
等
の
名
義
に
よ

っ
て

の
税
の
違
い
等
の
質
問
が
多
数
で
て
、
活
発
な
租
税
教
室
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

☆
年
金
受
給
者
が
死
亡
し
た
と
き
は

速
や
か
に
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
！

年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
亡
く
な

っ
た
と
き
、
遺
族
の
方
は

「年
金
受
給

権
者
死
亡
届
」
に
年
金
証
書
、
戸
籍
抄
本
等
を
添
え
て
国
民
年
金
窓
口
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
届
が
遅
れ
た
た
め
、
年
金
を
受
け
取
り
す
ぎ
る
と
、
後
で
返
納
し
て

い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

ま
た
、
死
亡
し
た
方
に
支
払
わ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
年
金
の
残
額
は
、
そ

の
方
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
遺
族
の
方

（配
偶
者
、
子
等
）
に
不
支
給

年
金
と
し
て
支
払
わ
れ
ま
す
の
で
、
国
民
年
金
窓
口
で
ご
相
談
下
さ
い
。

国
民
年
金
に
つ
い
て
の
お
た
ず
ね
は
…

高
森
町
役
場
　
町
民
福
祉
課
　
国
民
年
金
担
当

電
話
　
２

・
１
１
１
１
　
内
線
１
３
２
番
ま
で
ど
う
ぞ

十
二
月
は
国
民
健
康
保
険
税

（八
期
）
・
町
県
民
税

（三
期
）
の
納
期
で
す
　
　
納
期
限

（十
二
月
二
十
五
日
）
ま
で
に
は
納
め
ま
し
よ
う

十

一
月
十
九
日
と
二
十
日
の
二

日
間
、
山
村
広
場
の
特
設
テ
ン
ト

で
は

「ふ
る
さ
と
産
業
祭
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
町
の
合
併
四
十
周
年
を

記
念
し
て
阿
蘇
南
農
協
や
町
森
林

組
合
、
南
阿
蘇
畜
協
、
町
商
工
会
、

生
産
者
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
皆
さ

ん
の
協
力
に
よ

っ
て
行
わ
れ
た
も

の
で
す
。

こ
の
ふ
る
さ
と
産
業
祭
で
は
、

町
の
特
産
品
や
機
械
器
具
の
展
示

販
売
、
食
べ
物
バ
ザ
ー
な
ど
も
あ

り
、
ま
た
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
カ
ラ
オ

ケ
大
会
や
町
立
保
育
園
児
の
歌
と

踊
り
、
そ
し
て
森
都
劇
団
の
ユ
ー

モ
ラ
ス
な
肥
後
に
わ
か
も
あ

っ
て
、

訪
れ
た
人
た
ち
は
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

●  ●

●  ●

講師の阿蘇税務署塚本総務課長 (中央 )

国
民
年
金
だ
よ
り

☆
保
険
料
の
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
！

（日
座
振
替
キ
ヤ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中
）

国
民
年
金
の
保
険
料
の
納
付
は
、
日
座
振
替
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
毎
月

支
払
い
に
行
く
手
間
も
省
け
、
ま
た
納
め
忘
れ
も
な
く
安
心
で
す
。

申
し
込
み
手
続
き
は
簡
単
―

預
金
通
帳
、
印
鑑
を
持

っ
て
国
民
年
金
窓
口
ま
た
は
、
預
金
口
座
の
あ
る

金
融
機
関
に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

今
年
の
十
月
か
ら
十
二
月
ま
で

（口
座
振
替
キ
ヤ
ン
ペ
ー
ン
）
の
間
に
申

し
込
み
さ
れ
る
と

「ブ
ル
ー
マ
リ
ン
あ
し
き
た
」
や

「熊
本
エ
ミ
ナ
ー
ス
」

の
宿
泊
券
や
テ
レ
ホ
ー
ン
カ
ー
ド
が
抽
選
で
当
た
り
ま
す
。

年
金
を
受
け
る
た
め
の
大
事
な
保
険
料
。

納
め
る
の
を
忘
れ
ち
や
っ
た
―
と
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
ぜ
ひ
口
座

振
替
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

ｒ
０

軽油引取税に係る免税証 (農業分)の申請

平成 10年 1月 26日 (月 )～ 1月 30日 (金)

農家の皆様が、トラクター等農業用機械に使われ

る軽油については、軽油引取税の免税証を交付しま

す。ご希望の方は、1月 26日 (月 )～ 1月 30日 (金 )

までに県事務所税務課にて免税証交付のための申請

を行って下さい。

【申請に必要なもの】

①申請書 (県事務所にて配布)

②平成10年度の耕作予定表 (どの作物をどの期間

作るか)

③耕作証明書 (町村農業委員会で発行)

④免税機械等の所有・使用証明書 (役場で発行)、 又

は所有・使用を証明する書類 (売買契約書、リース

契約書等)

⑤機械の写真 (横 ・後から撮影したもの、各一枚。

メーカー・型式等がはっきり判るもの)

⑥印鑑

*すでに免税証の交付を受けている方は、免税軽油

使用者証をお持ち下さい。

また、登録機械に変更がない場合は、④⑤は必要

ありません。

～お問い合わせは～

熊本県阿蘇事務所税務課課税係

(電話)0967-22-1111(内 線324)

出
展
者

・
協
力
者

・
コ
ー
ナ
ー
紹
介

◆
カ
ラ
オ
ケ
大
会

◆
公
立
保
冑
園
の
歌
と
お
ゆ
う
ぎ

し
ん
と

◆

「肥
後
に
わ
か
」
の
森
都
劇
団

▼
信
州
・高
森
町
コ
ー
ナ
ー
　

同

名
の
友
好
町

「長
野
県
高
森
町
」

か
ら
本
場
の
果
実
が
た
く
さ
ん
展

一小
、　
」販
士冗
。

▼
Ｊ
Ａ
婦
人
部
バ
ザ
ー

う
ど
ん
。

お
に
ぎ
り
、
餅
つ
き
な
ど
。

▼
特

産
品

・
物
品
販
売
　
野
菜

・
海
産

物
な
ど
。

▼
阿
蘇
牛
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

▼
由辰
澁俄
日
奮
辰
一不

■

「
こ
で
っ
ち
」
コ
ー
ナ
ー

清
酒

・
味
噌

・
醤
油

・
漬
け
物

・
切

り
干
し
大
根

・
ハ
ム

・
ソ
ー
セ
ー

ジ
ト
リ
フ
チ
ョ
コ
ン
ー
ト
な
ど
。

■
奥
阿
蘇
物
産
館
コ
ー
ナ
ー

手
作
り
味
噌

・
羊
羹

。
た
か
な
鰻

頭

・
カ
リ
ン
ト
ウ

・
ク
ッ
キ
ー

・

ジ
ャ
ム

（リ
ン
ゴ
・
イ
チ
ゴ
な
ど
）
・

手
作
リ
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
な
ど
。

■
商
工
青
年
部
バ
ザ
ー
コ
ー
ナ
ー

Ｊ
Ａ
阿
蘇
南

・
町
森
林
組
合

・
南
阿
蘇
畜
協

・
町
商
工
会

・
商
工
会
青
年
部

・
町

観
光
協
会

●
町
誘
致
企
業
コ
ー
ナ
ー

会
社
紹
介

・
製
品
紹
介

青
山
製
作
所

。
テ
ク
ノ
カ
ヮ
バ
タ

早
川
製
作
所

。
伊
澤
製
作
所

◆
展
示

・
即
売

林
業
機
械

・
林
業
用
品

◆
体
験
コ
ー
ナ
ー

丸
大
切
り
大
会

。
本
工
教
室

◆
林
業
高
性
能
機
械
の
実
演

(6)

ハ

親「
一
一　

　

１

Ｐ

蓼

■
ア
ー
ト
Ｅ
腱

ど́税
務

嘲
広
報

●

　

糊
　
　
・

〓亀

導転ll黎 1ヽ1‐ ‐‐‐

哩
罐
日
「
．「．．．一．贔

電
目
「
１

由
　
ヽ

′

“

　

ヽヽ
「

顧神鼈鵬
:

まヽ
ヽ

菫覇¬

‐  _■     ・`
｀ヽ・ _:畠首■■■■

_          ■    ■ロロロロロロ

公憑諫‐
|::11‐111■

~

硫 TII豪  :

‐‐麒縣塀

‐・ 1`醸11: 
‐
_′ |■■1卜1・‐.|||1曇

彎壼::‐‐.   ‐||■ |_
■■■_´                

｀
寒,        ―

鰊財笙

な
礁 １

・■
λ
一鵞

濾
′
′

徊 ヽ
_二

“
銀

M「¬

□目|

颯||1躍

111・ F

■
・

●
一
　

■
一
●
　
一
一

」□鶴L

口「



ヾ
」b

イ
」L

めミ勢揃い
」日,

ん
議
決
さ
れ
た
も
の

◇
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
林
道
大
谷
線
開
設
工
事
で
大
字

尾
下
地
内
六
二
六
、
六
三
メ
ー
ト

ル
、
幅
員
四
、
０
メ
ー
ト
ル
の
契

約

の
締
結
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

¬Щ藤ダ
津留康憲さん

平成9年

第5回

琥翁卍

11月 14日

り

10/18は統計の日

ー甲斐正一さん

町
内
の
三
氏

農
林
水
産
大
臣
か
ら
感
謝
状

演奏者の左端が、清水さん

愛知の清水紀子 さん ら

等曲 (琴)で梅香苑慰間

11月 6日 (本)午後 4時 より梅

香苑で筆曲の慰間演奏があ りまし

た。本町出身の清水 (旧 姓内田)紀
子さんら愛知県を中心に活動されて

いる争曲連の四名の方々が、清水さ

んの母校高森高校の文化祭や蘇陽町

のそよ風パークでの演奏を終え、梅

香苑を慰問されました。

すばらしい琴の音が梅香苑いっぱ

いに響きわた り、入所者の皆さんは

小さかった頃に歌った 「ふるさと」

や「赤とんぼ」などの童謡を応援に

駆けつけた清水さんの同級生の古澤

アキ子さん (上色見)と 一緒に口ず

さんで楽しいひとときを過ごしまし

た。竿曲連の皆様、今後とも各地で

すばらしい音色をお聞かせ下さい。

後藤市蔵さん

岩下雅文さん

●  ●

●  ●

統計だより
九州農政局

阿蘇統計情報出張所

農
林
水
産
省
で
は
長
年
に
わ
た

る
統
計
情
報
協
力
者
に
対
し
て
統

計
の
日
を
記
念
し
て
農
林
水
産
大

臣
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
高
森
町
か
ら
岩
下
雅

文
さ
ん

（冬
野
Ｙ

津
留
康
憲
さ
ん

（高
森

・
津
留
）
・
甲
斐
正

一
さ
ん

（永
野
）
の
三
名
の
方
が
表
彰
を

受
け
ら
れ
、
十
月
二
十
四
日
に

「農
林
水
産
大
臣
感
謝
状
伝
達
式
」

が
熊
本
合
同
庁
舎
に
お
い
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

岩
下
さ
ん

。
津
留
さ
ん
は
十
五

年
に
わ
た
り
、
甲
斐
さ
ん
は
五
年

に
わ
た
り
農
業
経
営
統
計
調
査
の

記
帳
に
ご
協
力
さ
れ
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

社
会
福
祉
協
議
会
だ
よ
り

渡
辺
廣
さ
ん

（剣
道
）
。
後
藤
市
蔵
さ
ん

（グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
）

県
代
表
と
し
て
全
国
大
会
で
活
躍

九
月
二
十
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
山
形
県
で
開
催
さ
れ
た
第
十
回
全
国

健
康
福
祉
祭

「ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

（六
十
歳
以
上
対
象
）
」
に
お
い
て
、
本

町
の
渡
辺
廣
さ
ん

（高
森
津
留
）
・
後
藤
市
蔵
さ
ん

（横
町
）
が
出
場
し
、

大
健
闘
で
し
た
。

生
涯
を
通
じ
て
健
康
で
あ
る
こ
と
は
、
す
べ
て
の
人
々
の
願
い
で
あ
り
、

人
生
八
十
年
時
代
を
豊
で
生
き
生
き
と
生
活
す
る
た
め
の
基
本
、
だ
れ
も

が
生
き
が
い
を
も

っ
て
生
活
で
き
る
明
る
い
活
力
あ
る
長
寿
社
会
づ
く
り

を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
き
た
も
の
で
、
こ
の
大
会
の
た
め
五
月
に
は
シ
ル

バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（県
予
選
）
で
上
位
入
賞
さ
れ
、
今
回
の
出
場
と
な

り
ま
し
た
。

結
果
は
、
渡
辺
廣
さ
ん
が
剣
道
で
県
代
表
先
鋒
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
見

事
三
位
入
賞

（優
勝
チ
ー
ム
山
形
Ａ
に
惜
敗
）
と
な
り
、
後
藤
さ
ん
は
三

百
四
十
八
名
も
の
参
加
者
が
あ
る
中
二
十
五
位
に
は
い
ら
れ
ま
し
た
。
両

氏
と
も
県
代
表
と
し
て
お
お
い
に
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
と
も
身
体
に
気
を
つ
け
て
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
頑
張

っ
て
い
た

だ
き
た
い
も
の
で
す
。

今
後
も
健
康
増
進
の
た
め
無
理

せ
ず
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
準
決
勝
で
は
優
勝

チ
ー
ム
に
負
け
ま
し
た
が
、
県
代

表
と
な

っ
た
こ
と
で
満
足
で
す
。

今
後
、
小
中
学
生

の
指
導

に
頑
張

り
た

い
と
思
い
ま
す
。

原稿締切の都合上、今月号では町民体育館落成式、合併記念式典、ふるさと産業祭まで掲載します。
福祉まつり、町民音楽祭、伝統芸能公開、郡 P連研修会、町民体育祭については来月号で紹介します。

麟
■圏鶴

■■

土
に
触
れ
た
い

福
岡
の
赤
尾
さ
ん
　
草
部
で
農
業
体
験
研
修

産
業
祭
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

福
岡
の
女
性
が
草
部
で

一
ヶ
月

に
わ
た
り
農
業
体
験
研
修
を
し
ま

し
た
。
こ
の
女
性
は
、
赤
尾
良
美
さ

ん
。
年
齢
二
〇
代
後
半
？
、
大
分
県

日
田
市
生
ま
れ
。
福
岡
市
天
神
に

在
住
。
十
年
ほ
ど
勤
務
し
て
い
た

通
信
機
器
関
係
の
会
社
を
退
職
。

現
在
充
電
期
間
中
で
、
前
々
か

ら
ぜ
ひ
、
自
然
の
中
で
土
に
触
れ

た
い
と
思

っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

九
月
に
町
が
行

っ
た
、
農
業
農
村

体
験
ツ
ア
ー
に
申
し
込
ん
だ
そ
う

で
す
が
、
用
件
が
で
き
参
加
で
き

な
か
っ
た
と
の
こ
と
。
で
も

一
度

は
体
験
し
た
い
う
気
持
ち
を
強
く

も

っ
て
お
ら
れ
た

こ
と
も
あ

っ

て
、
よ
う
や
く
夢
が
、
か
な

っ
た

よ
う
で
す
。

今
回
は
、
農
閑
期
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
岡
本
房
雄
さ
ん

（灰
原
）

ら
車
部
の
若
手
認
定
農
業
者
の
グ

ル
ー
プ
が
中
心
と
な

っ
て
受
け
入

れ
を
行
い
ま
し
た
。
花
の
選
別
や

鉢
物
の
植
え
付
け
等
が
主
で
し
た

が
、
研
修
最
後
の
方
で
は
里
芋
堀

り
も
あ
り
、

「土

に
触
れ
た
な

あ
。
」
と
の
感
じ
を
持
て
た
そ
う

で
す
。

今
後
の
予
定
は
、
ま
だ
決
ま

っ

て
い
な
い
そ
う
で
す
が
、
こ
の
研

修
で
得
た
も
の
を
十
分
活
か
し
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。
ま
た
、
気
軽

に
高
森
を
、
草
部
を
訪
ね
て
下
さ

い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

産業祭にも協力 赤尾さん

赤尾さんからの一言
「農家のイメージはきつく、いつ

も働いているような感じを持つ

ていましたが、農村では、人と
人との交流がスムーズで、人柄
の温かい人たちが多く、安心し
て研修ができました。ほんとう
にありがとうございました。1

(14)

渡辺廣さん

(7)
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電

あなたの心に、咲かせよう人権の花

この花は、高森町憩いの家で子ども学習会に取り組んでいる、高森小学校児童3

9名が植えた花です。 (各事業所にプランターを配布)

高森小学校憩いの家子ども学習会は、様々な差別やいじめに負けない強い自分と

予断や偏見に惑わされない正しい知識と自分の力で考え行動し、ともに支え合える

仲間づくりのために集まつた子どもたちの会です。その目標は5つあります。

1,勉強できる環境と勉強する気持ちをつくろう

21差別を見抜く力をつくろう

3,生活で困つたことを話し合い、生活を高める力をつくろう

4,正 しいものの見方、考え方を身につけ、ひとりがみんなのために、みんながひ

とりのためにがんばれる力をつくろう

5,ルールをつくリルールを守れる力をつくろう

この5つの目標は、プランターの中に咲く5つの花に願いをこめて皆さんに届け

たいと思います。

憩いの家子ども学習会では、様々な活動に取り組んでいますが、昨年から行つた

畑作りの中から生まれたことばが、プランターにはられたステッカーの『やさしい

人になろう・つよい人になろう』です。

このことばは何もないところから土を掘り起こし、石や砂利をスコップですくい

一輪車で運び出し、地面を掘り下げ、新しい土を入れ、ならし、耕す肉体労働の中

での、子どもたちのお互いに励まし合いひとつのことをやり遂げる姿から感じたも

のです。疲れて作業が進まなくなつたり、面倒くさくなつて怠けたりすると、力の

強い高学年の子が力をかし、仲間が黙々と作業をする姿を見ながら、休んでいた子

もまた一緒に汗して働く子どもたちの姿はすばらしく、感動を覚えます。私たちは

そんな子どもたちの姿に学び、一人ひとりが豊に自分らしく生きることのできる、

人権文化を作り上げていきたいと思います。

この一鉢のプランターの中に、そんな願いをいつぱい詰め込んで、この高森町の

みなさんに届けたいと思います。

バンジー (サンシキスミレ)の種雷薫
バンジーは、ヨーロッパ南部原産のスミレ科の花です。日本には江戸時代に渡来

し、「サンシキスミレ (三色菫)」 や「ユウチョウカ (遊蝶花)」 などと呼ばれてき

ました。秋から春にかけて長い期間花を咲かせます。

スミレの花言葉は『誠実・愛』ですが、バンジーの花言葉は『もの思い』です。

誠実なスミレの姿を受け継ぎながら、長い間花をつけ、様々なことに深く思いをは

せるバンジーの姿に、私たちも明日の社会に人権についての思いを深めることがで

きる自分でありたいと思います。      高森町 同和教育推進協 議会

手

一云

農

河
瞭
文
化
展

願いを込めバンジーの移植

たくさんの甘藷ができました

みんなで汗をかいてハイポーズ。

おいしい甘藷料理を作りました

●

風
鎮
祭
チ
ビ
ツ
子
ス
ケ
ツ
チ
展

熊日賞・ごとう さとみさん  高森町賞・平丼めぐみさん

十

一
月

一
日
と
二
日
の
二
日
間
　
鋤

に
わ
た
り
、
今
年
も
林
業
総
合
セ

ン
タ
ー
で
町
文
化
協
会

（今
村
俊

男
会
長
）
。
高
森
町

・
教
育
委
員
会

主
催
に
よ
る
第
二
十
九
回
高
森
町

文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
県
芸
術
祭
参
加
の

企
画
で
あ
り
、
ま
ち
の
素
晴
ら
し

い
文
化
と
芸
術
を
広
く
内
外
に
発

信
す
る
も
の
で
す
。
今
年
の
テ
ー

マ
は
高
森
町
合
併
四
十
周
年
に
ち

な
ん
で

「ふ
る
さ
と
の
回
顧
」
。

今
年
も
文
化
協
会
員
は
も
ち
ろ

ん
、
高
森
寮
や
梅
香
苑
や
河
原
文

化
協
会
等
の
十
五
部
門
の
展
示
と

発
表
が
あ
り
、
二
日
間
を
通
し
五

〇
〇
人
も
の
た
く
さ
ん
の
人
が
つ

め
か
け
ま
し
た
。

今
回
の
回
顧
展
で
は
、
懐
か
し

の
人
や
懐
か
し
い
場
面
を
く
い
い

る
よ
う
に
見
入

っ
て
い
ま
し
た
。

出
展

・
出
演

・
参
加
団
体
紹
介

□
回
顧
展

（合
併
当
時
の
新
聞
の

切
り
抜
き
や
写
真
）
□
河
原
文
化

協
会
　
□
肥
後
狂
句
　
□
俳
句

□
書
道
　
□
写
真
　
□
生
花

（小

原
流

・
専
正
池
坊

・
池
坊

・
未
生

流
）

□
押
し
花
絵
　
□
盆
栽

□
絵
画
　
□
茶
道
　
□
手
芸

ロ
ペ
ー
パ
ー
フ
ラ
ワ
ー
　
□
高
森

寮
　
□
梅
香
苑

一　
■
転
居
の
と
き
は

連
絡
く
だ
さ
い

広
報
た
か
も
り
が
宛
先
不

明
で
返
送
さ
れ
る
こ
と
が
し

ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
住
所
、

氏
名
の
変
更
な
ど
、
早
め
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
で
小
ス
γバ
ｒ
」
へ
（蜜
勲
一―・、Ｌ
８

い

お
寄
せ
く
だ
さ
い

ふ
る
さ
と
へ
の
想
い
や
近

況
報
告
、
た
か
も
り
の
発
展

に
役
立
つ
お
住
ま
い
の
街
の

紹
介
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
本
誌
で
紹
介
し
ま
す
。

■
広
報
郵
送
料
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す

本
誌
は
毎
月
二
千
三
百
部

を
印
刷
し
、
町
内
配
布
と
共

に
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
の

た
か
も
り
出
身
の
皆
様
に
も

お
送
り
し
て

「ふ
る
さ
と
の

便
り
」
と
し
て
ご
愛
読
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

皆
様
方

の
ご
協
力
に
よ

り
、
昨
年
度
は
十
四
万

一
千

五
百
円
、
本
年
度
も
既
に
八

万
円
を
超
え
る
ご
寄
付
を
い

た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
（寄
付
い
た

だ
い
た
方
は
お
名
前
を
紹
介
）

本
誌
は
郵
送

の
場
合
、

一
ヶ
月
に
百
九
十
円
か
か
り

ま
す
。
（広
報
誌
代
は
別
）

引
き
続
き
、
現
金

（小
為
替

な
ど
）
や
、
九
十
円
以
下
の

少
額
切
手
で

一
年
分
程
度
の

ご
寄
付
を
毎
年
お
願
い
致
し

た
く
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

_たかもり出身の皆様へ‐ 広報たかもりからのお願い

Jゞ。。
・
議tt驚鑢=憮

(13)■〒 869-16 熊本県阿蘇郡高森町大字高森 2168 高森町役場 広報たかもり 電話 09676-2-1111(担 当 田上)

図
||■ _  ・

=

―・ 1

一
』
‐日
ｌ
Ｊ

一

■

・〓

中
Ｆ

『

ｒ
ｉ
■

一暉
三
‘

欝2輪轡
‐
1嵩森1務 鸞1化1禁

)- - V -,J\
さ の 回

癬.‐
=
:

一
　

・」 ―
=. I. 

‐

:1‐
‐ |●■|

― 預

‐.■
|■

欝¬

４
１

．

■

一

　

・

警
感 ～

一一
】
一

檬
一澪〓

●
―
■

一
‐‐‐●
は
（∵

ど

||‐

| | | | | | | | | | | | | | | | | | | ‐‐| | | | | | ‐■ ●

椰
"″



今年のテ 鯨
― ■■

口,ヽ′

●

●  ●

１０
月
２７
日
、
草
部
南
部
小
学
校

（中
嶋
義
徹
校
長
）

の
全
児
童
四

十
三
名
が
、
春
に
植
え
た
里
芋
や

か
ら
い
も
を

一
株

一
株
、　
一
個

一

個
を
収
穫
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

創
意
の
時
間
を
利
用
し
て
行

っ
た

も
の
で
す
。
日
頃
の
授
業
と
は
違

い
、
校
舎
外
で
の
授
業
。
み
ん
な

楽
し
そ
う
に
大
き
な
里
芋
や
、
か

ら
い
も
を
掘

っ
て
い
ま
し
た
。
今

年
の
出
来
は
、
大
変
良
く
大
き
く

て
り
っ
ぱ
な
も
の
が
た
く
さ
ん
取

れ
ま
し
た
。
収
穫
後
は
、
児
童
が

別
れ
て
、
草
部
の

一
人
暮
ら
し
の

老
人
宅

に
届
け
、
喜
ば
れ
ま
し

た
。味

も
良
く
、
「来
年
も
ま
た
、
大

き
な
い
も
を
作
る
ぞ
。
」
と
み
ん

な
大
張
り
き
り
で
し
た
。
創
意
の

時
間
に
は
、
学
校
そ
れ
ぞ
れ
に
、

学
級
そ
れ
ぞ
れ
に
、
様
々
な
取
り

組
み
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
語
、

算
数
等
の
授
業
も
重
要
で
す
が
こ

う
し
た
、
自
然
と
向
き
合

っ
た
授

業
も
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

罰
秋
は
収
穫
の
季
節
、
学
校
で
も
様
々
な
収
穫
に
関
す
る
行
事
や
授

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
三
つ
の
小
学
校
の
行
事
を
記
載
い
た
し
ま
し
た
。

収
穫
の
喜
び

（学
校
で
の
体
験
）

は

■

たくさんの鑑賞者が訪れた大阿蘇絵画展

町内外から900人が力作を鑑賞
今年で7回目となる、本町主催の大阿蘇絵画展が 11月 11

日～ 16日 まで林業総合センターで開催されました。

町村が主催する絵画展としては唯一のもので、今年も県内

外から力作揃いの 244点もの作品が出展され、高いレベル

での厳しい選出だつたようです。結果は特選 2点を含む 15

点が入賞。65点が入選しました。表彰式は 11月 16日 に

林業総合センター前で行われました。

審査員は熊本県文化協会長の三浦洋一氏、熊本県美術館副

館長の坂田燦氏、熊本県美術協会会長の姫野豊氏の三氏。

入賞者

◆特  選

饉隋震瞼y 撼絣:鰈Ittl婢

◆入  賞

◆審査員賞

「杜」

「時の詩 B」

「憧れの阿蘇 BOY」
「冠雪・阿蘇」

「麦秋の頃」

「駅」

「晩秋」

「ある晴れた日」

「七日月」

「放牧の朝」

「雲海」

「樹No 1 3(久木野)」

「清栄山の想」

「阿蘇を飛′Sヽ」

「阿蘇高森」

野村昌代  (熊本市 )

吉住陽江  (熊本市 )

吉村 緑   (熊本市 )

小出健司  (熊本市 )

宮中千秋  (熊本市 )

田中 博  (伊万里市 )

木吉タツ子  (熊本市 )

奥田元昭  (熊本市 )

自石憲一郎  (熊本市 )

米原博文  (益城町 )

中川恒夫  (熊本市 )

安田京子  (福岡市 )

萩 一体  (高森町 )

美奈川ハマ子 (玉名市 )

能塚 輝  (久留米市 )

大阿蘇絵画展表彰式 (最前列右・野村さん、左・吉住さん)

特選「杜」野村昌代さん 特選「時の詩B」 吉住陽江さん

10月 1日 、高森小学校 (佐藤昭也校長)の 5年

生 54人が 5月 に田植えをした津留康憲さん (高森

津留)の 田んぼの稲刈 りをしました。

秋晴れの中、児童たちは家から持ってきたかま

を使って一末一末、ていねいに稲を刈 りました。か

まなど使ったことのない児童がほとんどで、見て

いる者が恐ろしくなるような使い方でしたが、田

植えした部分の刈 り取 りを終える頃には、何とか、

かまも上手に使えるようになりました。

終了後、みんなで津留さん宅から差 し入れられ

たおにぎりをおいしそうにほおばっていました。

夏休み前には、約束どお り草取 りをしたそうで、田

植えから稲刈 りまでの貴重な体験ができました。

これからも、作物の生育のすがたや作業するすば

らしさを、勉強してほしいものです。

10月 31日 、高森東小学校 (那須哲憲校長)の
児童 (78名 )がそば刈 りを体験 しました。

澄み切った秋空の中、本田耕二さん (野尻井上 )

のそば畑で高学年の児童たちは家から持ってきた

かま等をじょうずに使ってそばを刈 りました。低

学年の児童はお兄さん、お姉さんたちが刈ったそ

ばを運びました。

これは、創意の時間を利用して昨年から行って

いるもので、今年は8月 4日 に種蒔きをしました。

日頃、食べているそばが、このような作物からでき

ていたことを知 り児童たちは驚 き、感激していま

した。3学期には、お じいちゃんやおばあちゃんた

ちの加勢を受けそばひきを行います。

今度食べるそばの味は、ずいぶんとおいしく感

じることでしょう。

風
鎮
祭
チ
ビ

ツ
子
ス
ケ

ツ
チ
展

入

賞

者

紹

介

□
熊
日
賞
　
ご
と
う
さ
と
み

（高

森
東
小

一
年
）

□
高
森
町
議
会

賞
　
緒
方
あ
き
ひ
と

（尾
ノ
上
小

一
年
）

□
商
工
会
賞
　
か
い
早

お
り

（高
森
小

二
年
）

□
熊
北

産
業
交
通
賞
　
小
住
晴
彦

（車
部

南
部
小

二
年
）

□
文
化
協
会
賞

本
田
雅
実
通

（高
森
東
小
三

年
）

□
Ｊ
Ａ
阿
蘇
南
高
森
中
央

支
所
賞
　
代
宮
司
美
生

（高
森
小

三
年
）

□
肥
後
銀
行
賞
　
足
立

真
理
子

（高
森
小
四
年
）

□
信

用
組
合
賞
　
後
藤
希
美

（高
森
小

四
年
）

ロ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

賞
　
宇
藤
睦
美

（色
見
小
五
年
）

□
商
店
会
賞
　
田
上
知
沙

（車
部

南
部
小
五
年
）

□
高
森
町
賞

平
井
め
ぐ
み

（高
森
小
六
年
）

□
教
育
委
員
会
賞
　
渡
辺
ま
り

（高
森
小
六
年
）

□
南
阿
蘇
畜
協

賞
　
足
立
真
由
紗

（高
森
小
六

年
）

幼
児
の
部

ほ
ん
だ
い
ず
み

ご
と
う
あ
や
か

ひ
が
し
か
な
こ

ま
さ
き
あ
い

ほ
ん
だ
み
ず
き

い
　
た
く
ま

つ
る
え
み
か

ま
つ
お
て
つ
ま

な
が
た
ゆ
う
ひ

き
ざ
き
ゆ
う
す
け

（高
森
幼
稚
園
）

（色
見
保
育
園
）

（高
森
保
育
園
）

（高
森
保
育
園
）

（草
部
北
部
保
育
園
）

（高
森
幼
稚
園
）

（高
森
保
育
園
）

（色
見
保
育
園
）

（高
森
幼
稚
園
）

（高
森
保
育
園
）
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いよいよ年末 火災に注意 !

～つけた火はちゃんと消すまであなたの火～
11靱5oは灘aかOrttθ饉畿汗hn ■

躍覇隠さげ ざ‥
iヒ
=_"

L
人
を
守
り
、
ま
ち
を
守
る
消
防
団

早
朝
の
非
常
呼
集
訓
練

・
連
緒
放
水
訓
練

防
大
パ
レ
ー
ド

十

一
月
九
日
か
ら
十
五
日
ま
で

の

「秋
の
全
国
火
災
予
防
週
間
一

の
期
間
中
、
十

一
月
九
日
の
早
朝

六
時
、
全
町
に
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り

響
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
毎
年
行
わ

れ
て
い
る
非
常
呼
集
訓
練
で
、
火

災
時
期
と
な
る
冬
を
前
に
消
防
団

員
は
も
ち
ろ
ん
、
住
民
の
皆
さ
ん

に
防
火
、
防
災
の
意
識
を
高
め
て

も
ら
お
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
、
野
尻
、
草
部
、
色
見
、

高
森
の
全
地
区
で
そ
れ
ぞ
れ
に
こ

の
訓
練
が

一
斉
に
行
わ
れ
、
各
地

に
鳴
り
響
い
た
防
災
行
政
無
線
か

ら
の
サ
イ
レ
ン
に
よ
り
、
各
分
団

は
速
や
か
に
所
定
の
位
置
に
集
合
。

今
年
も
昨
年
に
引
き
続
き
消
防

ポ
ン
プ
を
連
結
し
て
水
を
放
水
す

る

「連
結
放
水
訓
練
」
も
阿
蘇
広

域
消
防
署
南
部
分
署
の
指
導
協
力

を
得
て
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
連
結
放
水
は
消
防
技
術
の

中
で
特

に
難
し
い
高
度
な
も
の

で
、
今
回
は
伝
令
や
無
線
に
よ
る

連
絡
体
制
に
問
題
を
生
じ
ま
し

た
。
消
防
団
員
そ
れ
ぞ
れ
の
連
携

が
い
か
に
大
切
か
を
改
め
て
認
識

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

十

一
月
十
日
に
は
十
時
よ
り
防

火
パ
レ
ー
ド
が
高
森
駅
か
ら
市
街

地
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
高
森
幼
稚
園
の
幼
年
消

防
隊
を
先
頭
に
大
字
高
森
地
内
の

各
分
団

（四

・
五

・
六

・
七

・
機

動
分
団
）
か
ら
消
防
車
七
台
の
パ

レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
四
つ

角
や
Ｊ
Ａ
高
森
中
央
支
所
前
で

は
、
幼
年
消
防
隊
が

「火
遊
び
し

ま
せ
ん
」
と
威
勢
よ
く
元
気
な
声

で
誓
い
ま
し
た
。

‐
卜

● ||・、、、、ヽ _ ド|
年の暮れは、どこの家庭でも正月を迎える準備など慌ただしさから、つい 「心にスキ」をつくりがちで、各種

の犯罪被害が心配されます。

このため、警察では各種犯罪防止のため特別警戒活動を実施 します。皆さんも次のことに十分注意 して明るく

楽 しい正月をお迎え下さい。

◇ちよつとした買物、用件の場合でも家を留守にする場合には、必ず鍵をかけて外出するよう心がけて下さい。

◇銀行・郵便局・農協等の金融機関に用のある場合には、多額のお金を持ち運ぶ場合が多いので周囲に気を使い、

なるべくなら2人以上で出向くようにしましよう。

◇自動車から離れるときは、ちよつとの間でも必ずキーを抜き、 ドアロックをするよう心がけて下さい。

◇オートバイは必ずロックを行い、またヘルメットはできるだけ持ち運ぶようにしましよう。

◇自転車には防犯登録を実施し、鍵をかけるようにしましよう。

高森警察署 TEL 2… 0110

平成10年 2月 2日から、

郵便番号が7ケタになります。

今度の年賀状は

あなたの郵便番号を

7ケタでご記入下さい。

ご協力をお願いします。

年末年始の犯罪や事故を防止しましよう

消高
防森
団田丁

防大パレー ド
毎年恒例の防火パレー ドが高森幼稚園の幼年消防隊を先頭に大字高森内

(四 ・五・六・七・機動分団)の消防車で町内をパレー ド。

体で覚える火災予防
高齢者やその家族、そしてやがて高齢化社会の一員となるすべての人が、これからの火災予防を自分自身のこと

として真剣に考え、被害を少なくするように心掛けましよう。

特に、高齢者は年齢的、身体的に火災から自分の身を守れず被害にあいやすいものです。イザという時はパニッ

ク状態になり、被害を大きくしてしまうことも考えられます。万が一の火災に備え、ご家庭でも普段から避難路や

避難方法、消人の仕方などを考え、体で覚えておくようにすることが大切です。

●  ●

●  ●

●●

高齢者や家族の心がけ五カ条

①お年寄りの寝室は1階の避難しやすい場所に

②寝タバコをしない、させない

③避難路に物を置かない

④ドアや窓の開閉をスムーズに

⑤日頃から近所とのコミュニケーションを
阿蘇広域行政消防本部 南部分署

Te1 2… 9034

/

□大字高森

□大字色見

□大字芹口

□大字永野原

□大字中

□大字津留

□大字尾下

869-1602

869… 1603

869-1812

869-1814

869… 1821

869-1823

869-1825

□大字上色見

□大字草部

□大字菅山

□大字下切

□大字矢津田

□大字野尻

□大字河原

869-1601

869-1811

869-1813

869-1815

869-1822

869… 1824

869… 1826

¬r

|■■

消防署だより
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フリーダイヤルでお問い合わせの新郵便番

号をご案内します。

● サービス期間

平成 9年 10月 31日 (金 )～
平成 11年 1月 30日 (土 )

●
′

取扱日

月曜日～土曜日

(年末年始、祝日を含みます。)

日曜日 (平成9年 12月 、平成 10年
1月 、2月 にお取り扱いします。)

● 取扱時間

午前 9時から午後 5時まで

● 電話番号

0120-857552
《バンゴウ7(ケタ)コ コニ》

絣

お客様から提出された住所リス トから新郵便番号をお調べします。

● サービス期間

平成 9年 10月 31日 (金)～平成 11年 1月 15日 (木 )

● 申込方法

(1)お調べする住所・旧郵便番号が記載されたリス ト (なるべくA4
判か B4判 )及びお客様の住所お名前を記入 した返送用の封筒

(切手不用)を ご用意下さい。

なお、リス トの様式は間いませんが、新郵便番号を記入する欄ま

たは余自が必要です。

(2)住所などが記載されたリス ト及び返信用封筒をお近くの郵便局ヘ

ご持参いただくか、次のあて先へご郵送下さい。

〒811-02(平 成 10年 2月 1日 まで)

〒811-0289(平 成 10年 2月 2日 以降)

和自郵便局内 新郵便番号案内サービスセンター 宛

(11) 詳しくはお近くの郵便局でおたずね下さい。 (10)
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消防なんでも南部分署


